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本日は、アニメや区の公式キャラクター「なみすけ」を活用したすぎなみの魅

力発信について、皆さまと一緒に考えていきたいと思います。区には多くのアニ

メ制作会社が集っていることからアニメ文化を活かした「アニメ・マンガフェ

ス」や「なみすけ」を活用したグッズの制作、デザインマンホール等様々な場面

で区の魅力を発信しています。 

区の魅力を発信することは、自分の住むまちに抱く「誇り」や「愛着」を育む

シビックプライドにも関連する大事な政策ですが、創造的な分野であると同時

になにをやっても正解はないという難しい分野でもあります。こういう分野こそ、みなさんの知恵や経験、思い

を活かしていきたいということで、本日のミーティングを企画しました。本日はアニメーションミュージアムの

吉田館長もお招きしております。館長の話も参考にして、活発な意見交換をしていきたいと思います。 

 

 

Q1 アニメ制作を通じて、一番思い出に残っていることは？ 

  東京オリンピックの年に（1964年）成田東に東京ムービーが設立され、「あ 

 したのジョー２」「ベルサイユのばら」「ルパン三世」近年では「名探偵コナン」 

 「それいけ！アンパンマン」のテレビシリーズを製作しています。どの作品も締 

 切りに間に合わせるというのが使命で、全社員が役員ともども一丸となって作り 

 上げたというのが一番印象に残っています。徹夜作業も多い毎日でした。 

 

Q2 制作したアニメの中で一番印象に残った作品は 

 宮崎駿監督の「ルパン三世カリオストロの城」です。作画と表現技法の全てが完成度の高い作品であり、

ストーリーの面白さと演出技法は素晴らしいです。公開当初はさほどヒットしなかったのですが、今年で公

開から 47年経って、その間の二次利用や海外展開で大きく貢献をする作品となり、商業アニメとしても生

涯収益をもたらすコンテンツとなりました。「アニメは年を取らない」といいますが、本作品はまさにその代

表作となりました。 

 

Q3 これまで館長が携わった作品には多くのヒット作がありますが、ヒットの極意は何ですか？ 

  それがわかれば苦労はないのですが・・・。デジタル技術の進歩で映像の表現手法は広がりましたが、や

はり土台となるのがシナリオでストーリーがしっかりしていて面白いかどうかではないでしょうか。作り手

の熱き思いが観る側に伝わるというのがヒットの条件だと思います。それと、話の面白さは、日本の文化、

家族愛、友情や仲間意識の描き方のカッコ良さや可愛いらしさにあるのではないでしょうか。 

 

東京工芸大学杉並アニメーションミュージアム 吉田 力雄館長 
   ～作り手の熱き思いが見る側に伝わることが大事～ 

区長から 

区では、区政への区民参加の仕組みづくりとして、身近な行政課題について、区長と区民が直接意見を交換

する「聴っくオフ・ミーティング」を開催しています。令和８年５月16日は､「アニメで盛り上げる杉並！ 

～なみすけも活用した魅力の発信～」をテーマに､一般公募と無作為抽出した2000名の区民の中から参加し

ていただいた18名の方と話し合いました。 

 

テーマ アニメで盛り上げる杉並！ 
～なみすけも活用した魅力の発信～ 

 

令和 8年５月 16日開催 



Q4 館長が考える「アニメのまち杉並」とは？ アニメをとおして人が集まることのできる街に 

  東京ムービーや機動戦士ガンダムのサンライズが区に会社を構えたことが要因となって、プロダクションや

クリエーターが集まり「アニメのまち杉並」が始まったと記憶しています。アニメーションミュージアムも昨

年で 20 周年、来館者も 100 万人を越えました。制作会社が作品を作り続けて今や大きな産業になっていま

す。先人たちの技術や映像資産を次の時代に伝えることはもちろん、地場産業として杉並に根付いた文化とし

て、商店街や区民の人たちとも協力してアニメをとおして「多くの人が集まれるまちになってほしい」と思っ

ています。 

 

 

1 アニメを活用したにぎわいの創出 

 区では地場産業となっているアニメを観光資源として、2005 年に杉並アニメー

ションミュージアムを開館しました。アニメ作品やそのキャラクターは著作権で厳格

に管理されていますが、杉並アニメーションミュージアムでは入場料を無料にするこ

とで、比較的、著作物の使用許諾を得やすい環境を整え、日本のアニメを一堂に集め

るとともに、様々な企画展示をしています。また 2008 年には上井草駅に区内アニ

メ制作会社のサンライズ（現バンダイナムコフィルムワークス）と連携して「機動戦

士ガンダム」モニュメントを設置しました。その他、地域等と連携し、商店街にアニ

メフラッグを掲げたり、地域情報誌「Ogibon」の特別号として区内アニメ制作会社を紹介する冊子を制作し

アニメを身近に感じることができる取組を行っています。 

 

２ 杉並区公式アニメキャラクター「なみすけ」の活用 

  「なみすけ」は 2006年にアニメのまち杉並の魅力を発信する親善大使、区民と区を優

しくつなぐキャラクターとして誕生しました。区民に親しみを持

ってもらうために、高円寺阿波おどり、二十歳の集い、アニメマ

ンガフェス等のイベントに出演しています。また、来街者を誘致する

ため「なみすけのデザインマンホール」を区内８か所に設置して 

います。さらになみすけのデザイン使用料を無償にしたことで、なみすけのデザイン

も現在４３９種類に増えて区民に親しまれています。なみすけグッズは区役所のコ

ミュカルショップやアニメーションミュージアムで購入することができます。 

 

３「ひらやすみ」を活用した取組  アニメ「ひらやすみ」の放送(2027年１月)を控えて 

  阿佐谷のまちを舞台として、日常のゆったりとした暮らしと人とのつながりを描いた人気漫画「ひらやすみ」

が昨年のドラマ化に引き続き、来年、アニメ放送が予定されています。これを機に「ひらやすみ」を活用した

杉並区の魅力を発信するため、現在、小学館集英社プロダクションと連携した PR施策を予定しています。今

日、出席の皆さまからも、様々なアイデアをいただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デザインマンホール 

グループトーク 

担当課からの説明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●参加者🎤 たくさんあるアニメ会社のグッズを一括して販売するショップを作っては。エヴァンゲリオン 

の制作会社もあり、そのグッズも杉並で買えると区の魅力アップにつながるのでは。    

●参加者🎤 制作会社のメリットを考えて連携すればアニメ活用のアイデアも沸くのではないか。 

●参加者🎤 「移住者の増加」を目標にアニメを活用しては。マイナンバーのカードケースをアニメのキャラ

クターにしては。また移住者をアニメ会社の見学ツアーに招待するのはどうか。 

●参加者🎤 母子手帳やマイナンバーのカードケースにアニメのキャラクターをつかっては。 

●参加者🎤 アニメ会社が公認するコスプレサミットを開催してはどうか。 

●参加者🎤 短いアニメを作り、いたるところで繰り返し放映して区のイメージアップにつなげては。 

 

 

●参加者🎤 「なみすけ」の絵を複数のアニメ会社に描いてもらう。それぞれの個性が出て面白いし区の宣伝
になる。いろいろなアニメの背景に「なみすけ」を登場させる。 

●参加者🎤 空き家を活用して「なみすけグッズ」ストアーを展開する。空き家問題の解決にもつながる。 

●参加者🎤  コンビニーとコラボした商品を作り、「なみすけ」シールを貼って販売する。同様のことは他の
自治体でやっていると聞いたので実行しやすいのではないか。 

●参加者🎤 日常の中で「なみすけ」を意識できるようにする。例えば、ラジオ体操のスタンプを「なみすけ」
にする。 

●参加者🎤 子どものイベントに「なみすけ」を登場させ、幼いころから「なみすけ」のイメージを印象づけ

ればグッズも売れ、区の人気も上がるのでは。 

●参加者🎤 バス停や図書館など日頃利用する場所で「なみすけ」を見ることができるようする。 

●参加者🎤 おむつに「なみすけ」のデザインを入れてはどうか。 

●参加者🎤 「なみすけ」を区の随所に登場させる。ミュージアムへの道案内用になみすけを使う。 

 

  

●参加者🎤 阿佐谷で、「ひらやすみ」の聖地巡礼のウォークラリーをしてはどうか。 

●参加者🎤 空き家を活用して「ひらやすみ」の平屋を阿佐谷に再現する。ドラマの撮影場所を巡礼したが、
阿佐谷に平屋はなかったのが残念だったことから提案したい。 

 

 

●参加者🎤 まちの中で日常的にアニメのある環境を作ると愛着が沸き、アニメに対するハードルが低くな
ると思う。 

●参加者🎤 アニメのまち杉並のシンボルとして、谷川俊太郎作の鉄腕アトムの歌の銘板を設置しては。 

全体トーク 

④その他 

③阿佐谷を舞台とする「ひらやすみ」を活用した取組 

②「なみすけ」を活用して区を PRするには？ 



令和８年５月１６日開催 聴っくオフ・ミーティング報告書 

＜参加者＞ 区民１８名、区長、産業振興センター次長ほか 

令和８年５月 編集・発行 総務部区政相談課 

〒166‐8570杉並区阿佐谷南一丁目 15番１号  電話 03－5307－0728 

 

 

本日は、アニメに関する３つのテーマについて、熱心に意見を出し合っていただき

ありがとうございました。私どもでは中々思いつかないものもありとても参考になり

ました。例えば、「ひらやすみ」を活用した取組として平屋を再現してはどうかという

意見があり、かなり大規模な取組案ですが、面白いアイデアでしたので、今後、小学

館集英社プロダクションとの話し合いの中で区民からの意見として伝えていきたい

と思います。 

また、アニメの制作会社と連携した「なみすけ」の活用として、「なみスケ」の絵を

複数のアニメ制作会社に描いてもらうとの提案もありました。これまでなかったアイ

デアで、著作権の問題もありますが、今後考えてみたいと思います。今年は計画の改定を予定しており、来年度

からの４年間、どのような施策を進めていくか検討してまいります。ありがとうございました。 

 

 

本日はアニメや「なみすけ」の活用について様々なアイデアに触れることができ、とても参考になりました。

「アニメを使って区の認知度を向上させる」とか「にぎわいを創り出す」。 

それによって、どのような杉並区にしたいのかと問い直してみたとき、根

底には皆さんの杉並区への理解や愛着があり、そのうえでのプロモーション

がアニメや「なみすけ」の活用なのだと思います。「空き家を使ったなみす

けのグッズショップ」など、複数の行政課題の解決につながる非常にありが

たい提案もいただきました。今日いただいた意見はこれからのアニメやなみ

すけの活用をはじめ行政課題の解決に活かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課感想  産業振興センター次長  

１既存の住宅の活用 ２つのルート 

  既存住宅の活用する世田谷トラス

トのまちづくり（以下、「トラまち」

という）の事業には、２つの方法が

あります。 

 一つはトラまちが窓口となって、建

物所有者と公共のためにこれを利用

したいという地域団体とのマッチン

グを図る。もう一つは「地域共生の

家」で建物所有者自身が自宅や空き

家を地域へ開放する事業です。どの

ような公共の場をつくるか、その方

法について建物所有者を具体的に支

援しています。 

２それぞれの

事業の具体例 

 実家を公共のために役立てたいオー

ナーと子育て支援を進める団体をマ

ッチング。身近なところに子どもの

居場所を創設しました。 

また、自宅のリビングを健康マー

ジャンの会に開放したなどの例があ

る。閉じこもりがちな高齢者の憩い

の場所を提供しています。 

３空き家を活用していくための仕組み

づくりも大事 

  空き家

の活用といっても、建物は耐震基準

を満たしているか。第一種低層住居

専用地域が多い世田谷ではどのよう

な利用ができるかなど、不安材料は

多い。  また、見知らぬ人が出入り

する「共生の家」は近隣で変なうわさ

が立たないかとの不安もある。世田

谷区では空き家等の地域貢献活動窓

口を設け、建物が法令に適合するか。

耐震基準を充たすかをチェックして

いる。また、地域共生の家には交流の

場であることを示すプレートを設け

近隣の不安をなくしている。 

区長感想 
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